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学校組織文化の 変容に関する研究

一 首都圏公立高校の 事例分析か ら一

占田美穂 （中央大学非常勤講師）
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1．問題の設定

　教育実践に影響を与える学校組織文化研究 に は 多

くの 先行研究 が あ る が、研究 の 方向性 は、協働性 に

注 目す る もの か ら校長 の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プに 注 目する

もの ま で多様で ある。その 中で、近年 の 学校現場に

おい て は、望 ま しい 学校細織文化の 構築に 向けた校

長の 文化的リーダー
シ ッ プが 注 目され、校長研修な

どで 強調され て い る 。 また、現場で は職階制の 導人

などの 学校組織改革が進 め られ、校長を中心 とする

学校 組織 の 官僚制的な組織整備が進みつ つ ある。だ

が、これ らの 施策の 裏付 けとな る細織文化研究 は
一
卜

分で は ない。露 口 （2008）は、日本 の 校長 の り
一

ダ

ー
シ ッ プ研究は、学校現場の 事情か ら校長の 認知デ

ータや校長を中心 と した観察に基づ くもの が 大半で

あ り、教師認知デ
ー

タを基にした研究が少 ない こ と

を指摘して い る。佐古 （2000）は、組織 文 化 の 形成 ・

更新 に 関 して 「教師を起点 とする1 ア プ ロ
ー

チ を提

起するが、これに関わる実証研究は少ない。

　教育実践に影響を与え る学校組織文化の 変容の ダ

イナ ミズ ム を と らえる に た め に は、教員集団を対象

とし て 質的な方法 で継続的 に調査 し、変容を支える

さま ざま な条件 を明らか にする研究が 不可欠 で あ る 。

　本研究 は、あ る高校 に おける学校組織文化の変容

を、長期に わた る参与観察とイ ン タ ビ ュ
ー

調査 に 基

づ い て 明 らか に し よ うとす る もの で あ る。吉 田

（2007）は、「課題集中」 校 とい われ る首都圏 B 県

立 A 高校 に おける質的調査をもとに、サバ イバ ル
・

ス トラテ ジーと して の 「お 世話 モ
ー

ド」 と 「ぶ っ か

らない 」 統制シ ス テ ム とい う学校組織文 化 を 明 らか

に した。本研究で は、同校で 参 5観 察 と資料収集を

糸［蹴 し 、 前回調査 か ら 4 年を経た 2010 年に、教員

を対象と した イ ン タ ビ ュ
ー

調査 を再び行 うこ とによ

っ て 、その 間の 学校組織文化の 変容を明らか にする，，

　A 校 は、2009 年度 、普通科 とい う枠組 み は そ の ま

まに、学力試験を伴わ ない 入試 で 「これ まで持て る

力を必ず しも十分に発揮 しきれなか っ た生徒」 を

積極 的に受け入れ る学校と して 県の 指定を受けた。

ただ し、こ れ に伴 う校名変更や定数改編は な く、

通常とは異なる
一
般教員の 異動もなか っ た。 指定

を受ける前後で 、 同校に入学する生徒の学力や経

済・家庭状況に大きな変化はみ られない。しか し、

A 校の 教育実践 は、前 回 調査か ら、今 同イ ン タ ビ ュ

ー調 査 の 問 に 大 き く変化 した。そ の ひ とつ の 現 わ れ

が、中途退学率の 大幅な 低 ドで あ る 。 2005 年度に

9．5％ とピー
ク を迎えた中途退学率 は、年 々 低下 し、

2009年度に は 3，0％にな っ て い る。生徒 の 様子も全

体に落ち着きをみ せ、授業時間に 廊下にい る 生徒は

減少 し、多くの 授業で
一
定の 秩序が 保たれ て い る。

　 こ の よ うな学校 の 変化 の 中で、学校組織文 化 は ど

の 変容 して い る の か。変容 が あるとすれば 、変容を

もたらした要因は何か 。 また、中退率の低下などの

成果 とどう結びつ い て い るの か。こ れ らの 問い に質

的なデ
ー

タをもとに答えて い きたい 。

　なお、B 県で は、2006 年度 か ら管理職 と
一

般教諭

の 問に給与表の異なる新たな職が導入 され た。あら

たな職 へ の 業務 の 集中や、職員会議の 形骸化を憂慮

する教員の 声は、職員団体など にお い て 根強い 。

2 ．研 究の 方法

　A 校 の 常勤教員と して 継続的に参与観察を続け関

連資料を収集す る とともに、2010 年 7 ∫］〜8 月 に、

A 校の 11名 の 教員および 1 名の 管理職 と 2名 の 1日管
理 職を対象 に イ ン タ ビ ュ

ー
調査 を行っ た。イ ン タ ビ

ュ
ー

対象者 に つ い て は、同校経験年数および 1甥 「亅、

年齢を考慮し、同校教員集団の 多様 陸を反映するよ

うに した。イ ン タ ビ ュ
ー

は半構造的に行い 、その 際

に は、同僚 として の 背景知を積極的に活用して い る。

3 ，　 学校組織文化の 変容

（1）生徒の 変容と入試選抜方法一中退率はなぜ低下

して い るの か とい う問に、一
つ には絞 りきれない と

しながらも、生徒状況の 変化を指摘する教員は多い 。

学力や家庭状況は 変化 して い ない が、い わゆ る 「や

ん ちゃ 」 な生徒が減 り、学校に気持ちが 向か う生徒

が増 えた とい う。そ の 理由の ひ とつ と して考え られ

る の が、調査書と面接 の み で 選抜す る前期選抜の 比

率を年々 増や した入 試選抜方法の 変更で ある。だが

入 試だ けで は な く、さま ざま な教育実 践が 生 徒 の 変

化 と中退率低下につ なが っ て い る とい う声も多い 。

（2）さま ざま な教育実践の 展開
一A 校で は、さまざま

な教育実践 が意欲的に取 り組まれ て い る。総合的な

学習の 時間 は毎年徐 々 に改善 され、2006 年度 か ら職

場見学体験を導入 して キ ャ リア教育プ ロ グラ ム を拡

充し、2008年度か らは、睡眠
・
食事 ・喫煙 ・薬物 ・

交通安全などの 生活研究プ ロ グラ ム の 充実が図られ

て い る。また、生徒の 声を受けて 、体育祭で は 2007

年度 か ら応援団が作られ、文化祭の 企画 の 多様化も

進み、生徒の 行 串：参加率は年 々 大きく伸び て きて い

る。一・
方、2007年度からは、教育相談コ

ー
デ ィ ネー

ターが養護教諭やス クー
ル カ ウン セ ラ

ー、生徒指導

一204 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

担当 と連携 して 気 に なる生 徒を把握 し、担任 を後 ろ

か ら支える教育相談体制が構築され てきた、

（3）働きやすさと参加意識
一 「働 きやすい で すか」 と

の 問に多くの 教員が肯定的で ある、「つ くっ て い こ う

とい う雰囲気 」「自分が学校運営に かかわっ て い る感

じが する」 な ど 主体的に取 り組 め る鋼 竟を指摘する

声が多い 。また、「助けて とい えば、手が差 し伸べ ら

れて くる」 と同僚間の 助け合い を指摘する声もある。

（4）異動 の 減少 一 2008 年度か ら異動する教員が減

り、「担任 をや っ て い て も途中で 出て しま う」 とい

う現象がなくなっ た。A 校で は担任は持ち上 が り

が原則で、厳 しい 生徒状況 に対応するため 「学年

中心 」 の 意識が強い 。以前は途中で 転出する教員

が複数出て、残 された教員に少 なか らぬ シ ョ ッ ク

を与えて い たが、2010 年度 4 月 には 2
， 3年生の

担任は全員持ち上が っ た。A 校を支えよ うとする

意識がお互 い に感 じられ る状況になっ て い る。

（5）示されない ビ ジ ョ ン とア イ デ ア会議一主体的な

取 り組みが可能な背景に、管理職 の 姿勢を挙げる教

員は多い。
．一・

つ の 象徴に 2007年度、着任した N 校

長 が 5A に開い た 「ア イデア 会議 」 が ある。教員全

員 が着任順 で グル
ープを つ く り、A 校が利用 で き る

資源を考え、 こ うなっ た らい い なとい う取組を全員

が ポス トイ ッ トに書き、摸造紙に貼 っ て い く。そ こ

で 出されたさまざまなア イデ ア は、後に各分掌 で の

取 り組みに反映され て い っ た。校長 が 「具体的な ビ

ジ ョ ン は言わない 」中、教員は、「そ れ ぞれが自分の

で きる こ とに取 り組 」 む流れ が 生まれてい っ た。

（6）さまざまな指定を受けなが ら
一A 校が 2009 年度

か ら県の 指定を受け学力試験を行わない 学校に な る

こ とは、2007年度に教員に 知らされた。 しか し、校

長は 「みなさんが こ れまで や っ て きた こ とを続けて

い くだけですか ら」 と言い、県の指定する枠組な ど

ハ
ー

ド面 の 検討経過 に つ い て は、教頭 が 発行す るニ

ュ
ース で 逐 次教員に流され た。A 校は他に も支援教

育をテ
ー

マ とす る文部科学省や県 の 研究指定を受け

て い る。しか し、管理職は 「何か特別な こ とはせ ず、

日 ごろの 実践をまとめればよい 」 と説明 して い る。

（7）「お 世話モ
ー

ド」の 継続と質的変化
一

吉 田 （2007）
が指摘 した 「お世話 モ

ー
ド」 は 現在 もみ られ るが 、

質的な変化が生 じて い る。教員の サバ イバ ル ・ス ト

ラテ ジー
とい うだけで なく、「最後の 最後まで 諦めな

い で 面倒見て い く」 と語られ る実践の 現われ とい う

意味付与 が み られ る 。 そ の 背景には、少人数 ク ラス

の 徹底や教育相談の 充実などが働い て い る と考えら

れ る。2010年度新着任者は、何 も説明され て い ない

が、生徒指導の 際に逸脱行為を示す生徒に 「やめ て

い い よ」 と言えない 雰囲気を感 じ、戸惑 うとい う。

（8） 「ぶつ からない 」統制 シ ス テ ム の
一
部変容一

欠課

時間の 5 分カ ウン ト制、巡 回 、 立ち番 、 服装指導な

どに 大きな変更 は な い。しか し、そ の 運用や進級 に

関わ る際の扱い に つ い て は、変化が起 こ っ て い る。

進級や特別指導などの 際に校長 が一
人ひとりの 状況

を自分な りにつ か み、基本的 に は職員の 意向 に沿い

つ っ も
一
律な対応 を し なか っ た こ とや 、 教育相談活

動が 浸透 した こ とか ら、シ ス テ ム は シ ス テ ム と して

生か しつ つ も、
一
人 ひ とりの ニ

ーズ を意識す る指導

の 文 化 へ と変容 しつ つ あ る。そ れが端的に表れ て い

るの が補習シ ス テ ム で、以 前 は
一

律 に赤点がつ い た

者 を対象 に同
一

形式 で 行われ て い たもの が、「個別

的 ・段階的 ・
早期」対応 を理念 と して、個々 の教員

や教科 が 日常的に フ ォ ロ
ーしやす い 体制 へ 変化 した。

（9）管理 職 の 役割
一N 校長 は、校内的に は 「離 れ た

と こ か らい つ もニ コ ニ コ 見て い る」 「学者肌 で 言 っ て

い る こ とは よ くわ か ん ない けど、自由にやら して く

れる」 な どと受 け止 められ て い る。しか し、県教育

委員会とは激 しい 交渉を繰り広げて い る らしい とい

う噂は教員の 耳にも入 っ てきた 。 交渉の 成果は、教

員にとっ て 切実な 「加配」 などの 形でもた らされ て

い た。N 氏 は 「最前線が教員だか ら、教員の負担

が こ れ以上きつ くなると話は進まない 。だか らも

う加配に つ い て は 猛 烈に最重点 目標で、徹底的に

考え抜い た 1 とい い 、異例の人数を取 っ て い る 。

「や っ ぱり最前線が
一
番正確にもの が把握できる

位置にい るわけだか ら、そ こ に出て きて い る」 ア

イデアを生か して い く 、 そ の ため の 条件整備とし

て 「管理職な りの最前線」 と して県 とのや りとり

を して い くとい うの が、N 氏 の 発想であっ た 。

　官僚制が強まる他校 か らの 転勤者 は、職 場環境

に大きな違い を感 じて い る。「新た な職」 も A 校で

は際立 っ こ となく、 実践 の 要となる学年リ
ー

ダ
ー

に

充 て るな ど柔軟な対応が とられ て い るが、他校で は、

文書作成 と長時間の 会議に追われ て い るとい う。

4 ．まとめ

　A 校 の 学校組織文化 は、加配な どの 人 的条件が整

備 される中で、自由に発想 して 行動 で きる環境を与

えられた教員たちに よっ て 、 しだい に 変容 して きた。

「開か れた 運営性」 （吉田 2005）に支えられ、「教師

を起点 とす るア プ ロ
ー

チ」 （佐古 2000 ） に よる組織

文化創造 の 事例 と言 え るの で は ない だ ろ うか。ま

た、この状況 は 、 露 口 （2008）が個人
一

組織価値結

合モ デル で指摘して い る校長 の リ
ーダーシ ッ プ と教

員の 職務態度 の 関係を想起させる。一
方、「共存的協

働 」 （藤原 2000 ） と もい え る ビ ジ ョ ン 共有 の 曖昧さ

が葛藤をもた らして い る面もあ り今後が注 目され る 。

　 い ずれにせ よ、ビ ジ ョ ン や数値 目標 と無縁の A 校

が、急激な中退率低 ドを実現 しえた とこ ろに、教育

実践における学校組織文化 の 影響に着目する こ との

重要 陸と、現在進行する学校組織改革の 有り様 へ の

示唆が含まれ て い る と考える 。　　【参考文献】略

覊

研
究
発
表
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